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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 5月 1日 (2007.5.1)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 従 来 の 直 動 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 例 え ば 、 参 考 文 献 ２ に 開 示 さ れ た も の の 如 く 、
ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ 構 造 に お い て 、 回 転 子 と し て の ロ ー タ （ Ｃ ） に 一 体 的 に 設 け ら れ た ス
リ ー ブ （ １ ５ ） に 廻 り 止 め 固 定 さ れ た 軸 止 部 （ ２ ３ ） に 対 し て 、 出 力 軸 と し て の 管 状 ニ ー
ド ル 弁 （ ５ ） を 嵌 挿 し 、 ロ ー タ （ Ｃ ） 回 転 昇 降 に よ り 、 ロ ー タ （ Ｃ ） の 内 周 に 設 け た 雌 ね
じ （ ２ １ ） に ニ ー ド ル 弁 （ ５ ） の 外 周 に 設 け た 雄 ね じ 管 （ １ ８ ） と の ね じ 送 り 作 用 で ニ ー
ド ル 弁 （ ５ ） を 開 閉 作 動 さ せ る 構 成 と す る こ と に よ り 対 応 し て い た 。
　 し か し な が ら 、 か か る ロ ー タ （ Ｃ ） の 回 転 昇 降 に 依 存 し て ニ ー ド ル 弁 （ ５ ） を 昇 降 駆 動
す る よ う に し た も の で は 、 ロ ー タ （ Ｃ ） の 昇 降 移 動 に 起 因 し て 励 磁 ズ レ が 生 じ な い よ う 、
移 動 ス ト ロ ー ク 分 だ け 上 下 方 向 に 長 く し た 回 転 子 を 製 作 し な け れ ば な ら ず 、 出 力 軸 を 、 軸
止 部 （ ２ ３ ） と 管 状 ニ ー ド ル 弁 （ ５ ） と の 継 ぎ 手 構 造 や 、 雄 ね じ 管 （ １ ８ ） を 設 け る な ど
複 数 部 材 で 構 成 し 、 し か も 、 ロ ー タ （ Ｃ ） の 上 下 限 規 制 ピ ン （ ３ ０ 、 ３ ０ ’ ） を 設 け る な
ど 部 品 点 数 が 多 く 構 造 が 複 雑 と な る 問 題 を 有 し て い た 。 さ ら に 、 こ の も の で は 、 比 較 的 細
い 流 路 に お け る 冷 媒 の よ う な 流 体 の 流 量 制 御 を 行 う も の で あ り 、 弁 開 閉 も 数 ミ リ 程 度 の 短
ス ト ロ ー ク 用 と し て 採 用 す る こ と は で き て も 、 １ ０ ～ ３ ０ ｍ ｍ 程 度 の 長 ス ト ロ ー ク の 往 復
駆 動 が 要 求 さ れ る も の へ の 採 用 が 構 造 的 に 難 し い と い う 問 題 が あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 好 適 な 実 施 の 形 態 と し て 例 示 す る 直 動 ア ク チ ュ エ ー タ を
図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 １ は 直 動 ア ク チ ュ エ ー タ の 全 体 構 成 図 で あ る 。 図 に 示 す よ う に 、 １ は ス テ ッ ピ ン グ モ
ー タ 構 造 の 直 動 ア ク チ ュ エ ー タ で あ っ て 、 該 直 動 ア ク チ ュ エ ー タ １ は 、 １ 組 の ヨ ー ク ブ ロ
ッ ク ２ １ 、 ２ １ の そ れ ぞ れ に 、 コ イ ル ボ ビ ン ２ ０ １ 、 励 磁 コ イ ル ２ ０ ２ が 装 着 さ れ た 円 筒
状 の ヨ ー ク （ ス テ ー タ ） ２ と 、 ヨ ー ク ２ 内 に 回 転 可 能 に 設 け ら れ た 多 極 着 磁 さ れ た 回 転 子
３ と 、 該 回 転 子 ３ の 中 心 軸 孔 ３ １ に 螺 入 さ れ そ の 回 動 に 伴 っ て 進 退 移 動 可 能 な 出 力 軸 ４ を
備 え る 。



　 前 記 ヨ ー ク ２ は 、 鉄 、 磁 性 ス テ ン レ ス 等 に よ り 形 成 さ れ 、 ヨ ー ク ブ ロ ッ ク ２ １ の 内 周 面
に 回 転 子 ３ の 磁 極 間 隔 に 対 応 し て 複 数 の 凹 凸 状 極 歯 （ 図 示 し な い ） が 定 ピ ッ チ に 形 成 さ れ
、 所 謂 ２ 相 の コ イ ル ユ ニ ッ ト を 構 成 し 、 前 記 ヨ ー ク ブ ロ ッ ク ２ １ 、 ２ １ 同 士 は 、 そ れ ぞ れ
の 極 歯 が ス テ ッ プ 角 だ け 位 置 ズ レ さ せ て 組 付 け ら れ て い る 。
　 ま た 、 前 記 回 転 子 ３ は 、 そ の 中 心 に 軸 孔 ３ １ を 有 す る 樹 脂 製 、 黄 銅 、 銅 ま た は ア ル ミ 等
の 金 属 製 の 円 柱 （ 円 筒 ） 型 の 胴 部 ３ ２ と 、 該 胴 部 ３ ２ の 外 周 面 に 配 設 さ れ た Ｓ 極 と Ｎ 極 を
交 互 に 多 極 磁 着 し た リ ン グ 状 磁 石 （ ヒ ス テ リ シ ス 材 （ 半 硬 質 磁 材 ） で あ っ て も 良 い ） ３ ３
と に よ り 構 成 さ れ 、 前 記 出 力 軸 ４ に は 、 そ の 軸 長 さ を 略 二 分 し て 先 半 部 に 雄 ね じ と し て の
螺 刻 軸 部 ４ １ が 、 後 半 部 に 廻 り 止 め 軸 部 ４ ２ が 形 成 さ れ 、 前 記 極 歯 を Ｓ ま た は Ｎ の 所 定 極
性 に 励 磁 す る こ と で 回 転 子 ３ が 回 動 し て 、 出 力 軸 ４ が 送 り ね じ 機 構 に よ り 所 定 ス ト ロ ー ク
を 進 退 移 動 し て 往 復 駆 動 す る よ う 構 成 さ れ る が 、 こ れ ら 構 成 は 、 直 動 ア ク チ ュ エ ー タ の 基
本 構 成 と し て 概 略 公 知 の 技 術 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 つ ま り 、 案 内 部 ３ １ ３ は 、 前 記 隔 壁 ５ ３ の 蓋 面 部 ５ ３ ２ 下 面 域 に 、 廻 り 止 め 軸 部 ４ ２ が
挿 入 さ れ る 円 筒 状 に 形 成 さ れ 、 そ の 内 周 の 軸 方 向 に 対 向 し て 形 成 さ れ た 案 内 溝 ３ １ ３ ａ を
有 し 、 前 記 軸 孔 ３ １ 内 に 嵌 挿 さ せ て 、 前 記 廻 り 止 め 軸 部 ４ ２ の 後 端 部 に 設 け ら れ た ガ イ ド
片 ４ ２ １ を 案 内 溝 ３ １ ３ ａ 内 で 摺 動 案 内 す る よ う に な っ て い る 。 特 に 、 本 実 施 例 に お い て
は 、 出 力 軸 ４ の 移 動 ス ト ロ ー ク が ２ ５ ｍ ｍ 程 度 に 設 定 さ れ て い る た め 、 案 内 部 ３ １ ３ の 移
動 ス ト ロ ー ク 域 Ｓ の 設 定 が 、 軸 孔 ３ １ 内 域 Ｓ １ と 隔 壁 ５ ３ 内 域 Ｓ ２ と に 分 担 配 設 さ れ て お
り 、 １ ５ ｍ ｍ 程 度 の 移 動 ス ト ロ ー ク 設 定 に よ る 場 合 に は 、 隔 壁 ５ ３ 内 域 Ｓ ２ の 蓋 面 部 ５ ３
２ に 延 設 さ せ る 必 要 は な い 。 ま た 、 螺 刻 軸 部 ４ １ と 廻 り 止 め 軸 部 ４ ２ の 境 界 部 分 に 上 下 限
規 制 用 の ス ト ッ パ 片 ４ ３ が 設 け ら れ て お り 、 該 ス ト ッ パ 片 ４ ３ は 、 出 力 軸 ４ が 最 大 ス ト ロ
ー ク Ｓ （ 図 示 し た 点 線 部 を 含 む ） を 越 え た 異 常 時 に 脱 調 停 止 さ せ よ う 安 全 性 向 上 の た め に
必 要 に お い て 備 え ら れ る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 前 記 案 内 部 ３ １ ３ は 、 軸 方 向 に 形 成 さ れ た 案 内 溝 ３ １ ３ ａ を 有 し 、 該 案 内 溝 ３ １
３ ａ 内 に 沿 っ て 、 前 記 廻 り 止 め 軸 部 ４ ２ に 設 け ら れ た ガ イ ド 片 ４ ２ １ が 摺 動 す る よ う 構 成
さ れ て い る の で 、 一 般 的 な Ｄ 字 状 や 長 径 状 の 軸 と 軸 孔 と の 嵌 め 合 い 構 成 で 生 じ る よ う な 、
螺 合 公 差 に 起 因 し た ネ ジ 軸 の 芯 ズ レ 若 し く は 回 転 ブ レ に よ る 噛 み 合 い の 問 題 も な く 、 ス ト
ロ ー ク Ｓ 間 回 転 規 制 状 で ス ム ー ズ に 案 内 す る こ と が で き 、 出 力 軸 ４ （ 弁 体 ５ ２ ） を ブ
レ を 生 じ る こ と な く 非 回 転 で 往 復 駆 動 さ せ る こ と が で き る 。
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